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先週の学習項目

1

１．回路網関数（3）

-複素周波数解析での定常応答

- 2ポート回路の行列表示（１）
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2ポート回路の行列表示（2）
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２ポート回路の接続（１）

（１） 直列接続
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（続き）

直列接続で Z行列を用いると
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ただし、環状電流 I3 が流れるときには上式は成り立たない

21 ZZZ +=
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２ポート回路の接続（2）

（2） 並列接続
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ただし、環状電流 I3 が流れるときには上式は成り立たない
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（続き）

並列接続で Y行列を用いると

21 YYY +=
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２ポート回路の接続（3）

（3） 縦続接続
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V2
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（続き）

縦続接続でF行列を用いると

21 FFF =

素子数の多い複雑な回路も、いくつかの部分回路の接続とすることで

その回路網関数を行列計算から求めることができる
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回路網行列間の関係
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２ポート回路の行列表示のまとめ（１）

左辺 右辺

Z行列

Y行列

H行列

F行列

21,VV
21, II

21, II 21,VV

21, IV
21,VI

11, IV 22 , IV −
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２ポート回路行列間の関係（１）

Z, Y, H, F行列の間には以下の関係がある
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（１）Z 行列からその他の行列へ

（２）Y 行列からその他の行列へ

上記において
21122211det ZZZZZ −=

21122211det YYYYY −=

BCADF −=det21122211det hhhhH −=

Ｙ行列の逆行列

Ｚ行列の逆行列
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２ポート回路行列間の関係（２）
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（３）H 行列からその他の行列へ

（４）F 行列からその他の行列へ

12



回路システム学第二 2019@ yyamao

第2回演習（レポート提出）

図1

Z1 Z3

Z2
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（1） 図1のπ形回路のF行列を行列の定義にしたがって求めよ。
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（2） 図１のπ形回路をZ1, Z2, Z3 の３部分回路に分割して、それ

ぞれのＦ行列 F1, F2, F3 を求め，次にそれらの縦続接続として

回路全体のＦ行列を求めよ。

第2回演習（レポート提出）

提出用紙はA4用紙（縦）を使用し、学籍番号と氏名を各ページ
の上部に必ず記入すること。

提出日；次回の授業（６月１０日）の冒頭で提出すること。
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